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データは価値があるか？

• データが表す対象による

• データを利用する状況による

• データの鮮度や精度による

→装置（システム）の一部としてのデータ

→制御や解析（システム）の入力となるデータ

→情報（知識）の構成要素としてのデータ
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生産データ
（ディープデータ）

消費データ
（ビックデータ）

環境データ
（オープンデータ）

事実データ（生データ）

知識データ（パラメータ）

合意データ（基準や予定）

今なぜデータなのか？



データは価値があるか？
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実際の世界
データが表す

世界

実際の世界から
えられる知見

データから
得られる知見

≦

転写

コンピュータ
による解析

人による
解析（ひらめき）

常にサーバー上のデータは
実際の世界の一部である

価値 価値

今なぜデータなのか？

フィジカルサイバー



データの分類
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カテゴリ区分 生データ 加工データ 知識データ

付加価値 低 中 高

創作的要素 なし なし あり（注）

対象の特定 あり なし なし

時刻タグ あり なし なし

活用方法 記録伝達 特定用途 複数用途



超スマート社会（Society5.0）の構造
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生活者
Consumer

C2C

公共
Government

G2C

C2G

データの流れ
価値の流れ

オープン
データ

生産者
Business

B2C

C2B

Ad. targeting
Smart products

B2B

インダスト
リー4.0

ビックデータ

eコマース

シェアリング
エコノミー

SNS
Uber/Airbnb

eガバメント
（電子政府）



企業間データの活用パターン

活動

企業Ｂ

データセット
データベース

企業Ｃ

知識
ルール
パラメータ

企業Ｄ
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データ

データ

特徴：同質のデー
タの量が多いほど
価値が増えていく

活動 データ

企業Ａ

パターン２：知識の生成
（生データ）

活動

企業Ｂ

同期

活動 データ

企業Ａ

パターン１：つながる業務

同期

（生データ）

【特徴】時間の経過とともに
価値がなくなっていく



データによる拡大連鎖システム
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価値のあるデータを
他の事業者よりも多く
もつ

１つのサービス
カテゴリ

多くのユーザが確実
にその事業者のサー
ビスを選択する

サービスのコストパ
フォーマンスが他の
事業者よりも優位

サービスの実施によ
り新たなデータを独
占的に取得する

データの量と質が
サービスに強く（サチ
らず）影響するしくみ

サービスの優劣が明
確で一位が総取りと
なるしくみ

ユーザが多くなってもサー
ビスの質が低下しないしく
み（物量的限界がない）

獲得したデータを価値
あるデータに変換する
しくみ



拡大連鎖の２つのサイクル
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事業者

ニーズ（市場の要求）シーズ（新たな技術）

ソリューション

マーケ
ティング

ソー
シング

ディープデータ ビックデータ

供
給
側

需
要
側



ビックデータ＆ディープデータ
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ビック
データ

ターゲット
広告

サービス
品質

投資

ユーザー
（消費者）

ビックデータ
消費者

消費行動（生）データ

Volume（量）
Variety（多様性）
Velocity（スピード）

ディープデータ

生産者

センサー（生）データ

Operational（操作的）
Historical（系統的）
Relational（相対的）

ディープ
データ

問題発見
（予知）

改善 投資

ユーザー
（生産者）

プライバシー保護 ノウハウ保護

生産行為消費行為

コンテキ
ストフリー 多者間で交換

コンテキ
スト依存 二者間で交換



データ独占の連鎖メカニズム
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あるサービス
カテゴリ

別のサービス
カテゴリ

利用する人

ビックデータ

サービス事業者

同一の
サービス
事業者

利用する人

データの
多様性

ビジネス展開

他の
サービス
事業者

競合



事業者間のデータ移管（アクセス）
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あるサービス
カテゴリ

利用
する人

加工
データ

サービス事業者

同一の人

競合する
他の事業者

生データ

知識
データ

生データ

加工
データ

知識
データ

データがサービス提
供の必須要件となって
いる場合は競争政策
上独占は好ましくない

同一ユーザーの場合
はデータオーナシップ
の観点から移管を妨
げることは好ましくない

必須条件



ありがとうございました。
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